
関東内陸地域における広域的観光活性化

計画のポイント

巨大な観光需要を抱える首都圏の周縁部に位置する特性を最大限に活かし、関越道、上信越道、北関東道から
観光地へのアクセスを強化するとともに、民間と連携した観光ＰＲや自然環境保護活動に広域で取り組むこと
により、世界遺産等の歴史的文化遺産や豊かな自然環境が有機的に連携した広域的な観光活性化を図る。

観光拠点へのアクセス改善（道路整備、修繕）

周遊観光ルート調査、地域連携道路調査

地域住民、ＮＰＯ、企業、
道路管理者等の協働に
より、イベントや周知広報
活動、自然景観環境活動
等を実施。

民間主体との連携

観光拠点

【栃木県、群馬県、長野県が連携】
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【広域連携事業】

尾瀬草津温泉善光寺

軽井沢

富岡製糸場

２．目標を定量化する主な指標

内陸地域間の広域的な交流活性化により、連
携する三県の観光客総数の増加

12,895万人(H20)→14,415万人(H24)

３．主な事業

観光地アクセス向上のための道路整備
三県連携で実施する周遊観光ルート調査
民間と連携した自然景観環境活動 等

●

※観光圏整備法の取り組み
（「日光観光圏」等）とも連携

日光

北関東道
平成２３年全線開通予定

１．計画の目標

各県の魅力的な観光拠点を有機的に結びつけ、
関東内陸地域の広域的な観光活性化

計画期間 平成２２年度～平成２４年度

栃木県長野県
群馬県



新東名高速道路
【御殿場JCT~引佐JCT】
（平成24年度供用予定）

▲
富士山

山梨静岡交流圏域における観光振興による広域的地域活性化

計画のポイント

富士山を中心とし南は伊豆半島までを含む山梨静岡交流圏域において、富士山周辺や伊豆半島に分布する観
光地間のアクセスを強化するとともに、広域での観光ルート形成に向けた調査や広域観光マップづくり等の取
組を通じて、県境を越えた周遊観光を促進し広域的な地域活性化を図る。

精進湖と富士

身延山久遠寺

なかとみ和紙の
里

白糸の滝

観光拠点

主な基幹事業
（道路整備、修繕）

周遊観光ルート調査
地域連携道路調査

１．計画の目標
山梨静岡交流圏域において、交流・連携した取組を通じて、地域

の価値を高め、豊かなくらしを実感できる、魅力あふれる圏域づく
りを進めていくことにより、将来にわたり交流圏の活性化を図る。

２．目標を定量化する主な指標
・山梨静岡交流圏域における観光入込客数の増加

H26年度 5.6%増（H20年度比）
・山梨静岡交流圏域における海外から観光客増加数

H26年度 16.3%増（H20年度比）

３．主な事業
観光拠点へのアクセスを高めるための道路整備、
観光地の魅力を高めるための海岸整備、
両県が連携して行う広域観光ルート調査、広域観光マップ作成等

計画期間 平成２２年度～平成２６年度

山梨県

静岡県

【山梨県、静岡県が連携】【広域連携事業】

三島大社

忍野八海

中
部
横
断
道

堂ヶ島温泉

弓ヶ浜

※観光圏整備法の取り組み（「富士山・富士五湖観光圏」）とも連携



２．目標を定量化する主な指標

石川・福井両県の観光客数増加 :
3,106万人(H20年度)→3,614万人(H26年度) 

計画のポイント

温泉や優れた自然景観、歴史・文化施設など、数多くの観光拠点施設を有する石川県と福井県が密接に連携し、優れた

地域資源の充実を図るとともに、北陸新幹線や小松空港、北陸自動車道等の高規格幹線道路における交通結節点と観光拠
点施設間、または観光拠点施設同士を相互に連絡する広域的な周遊観光ルートを整備することにより、観光交流人口を増
大させ、地域振興を図る。また、両県が連携して、より広域的な観光ＰＲを実施することで、広報活動の効率化を図る。

和倉温泉千里浜なぎさﾄﾞﾗｲﾌﾞｳｪｲ

東尋坊

芦原温泉

三方五湖

山中温泉

１．計画の目標

小松空港を核として、石川・福井両県の
豊かな観光資源を活用した観光客数の増加

計画期間 平成２２年度～平成２６年度
石川・福井を
またがる観光ＰＲ

小松空港

福井県

石川県

能登～加賀～越前～若狭をつなぐ広域観光活性化計画

【石川県、福井県が連携】【広域連携事業】

※観光圏整備法の取り組み
（「能登半島観光圏」、「福井坂井広域観光圏」）とも連携

拠点施設
凡 例

基幹事業

広域観光ＰＲ事業

北陸新幹線
H26年度
金沢まで開業
予定

兼六園

３．主な事業

観光拠点へのアクセス向上のための道路整備、
連携して実施する広域観光ＰＲ事業 等

永平寺

東アジアなど
海外からの来訪



N

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を核とした紀伊地域の活性化

計画のポイント

紀伊地域において、奈良県、三重県、和歌山県の３県に跨る世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を核とし、３県が連携して
広域的な観光振興施策を実施することにより、観光入込客の増加など地域の活性化を図る。

３．主な事業
観光拠点へのアクセス向上のための道路整備、３県連携
で実施する広域周遊観光ルート形成のため調査、広報等

計画期間 平成２２年度～平成２６年度
和歌山県

奈良県

三重県

金剛峯寺

丹生都比売神社

慈尊院
丹生官省符神社

熊野の山並み

熊野本宮大社

熊野灘臨海公園

熊野古道センター

吉野山
金峯山寺

大峯山寺

紀南中核的交流施設

凡 例

拠点施設

基幹事業

観光促進エリア

１．計画の目標

３県に跨る世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を中心とした歴
史・文化・自然等の地域資源を活用し３県が連携することにより県
域を越えた交流促進・観光振興等を図る。

【奈良県、三重県、和歌山県が連携】【広域連携事業】

※観光圏整備法の取り組み（「聖地熊野を核とした癒しと蘇りの観光圏」）とも連携

和歌山県

奈良県 三重県

拠点施設（参詣道）

大峯奥駈道

熊野参詣道

熊野参詣道

２．目標を定量化する主な指標
奈良県、和歌山県、三重県の観光客入込客数の増加

１０，０９０万人（Ｈ２０） → １０，７００万人（Ｈ２６）

・三県連携で作成したパンフ・ポスター
・旅行会社や鉄道事業者と連携



北部九州地域における広域的な観光活性化

計画のポイント

九州新幹線、東九州自動車道および西九州自動車道の開通を契機に、本州方面からの観光客が増大するとともに九州内で

の移動効率性も高まり、既存交通網との連携を強化することで、北部九州地域での観光活性化のポテンシャルが相乗効果的
に高まると期待される。また、アジア地域からの観光客が増加傾向にあることも視野に入れ、北部九州地域における交通拠

点と景勝地や滞在型観光施設である温泉街等の観光施設との相互アクセス性の向上など、広域的な観光活性化に向けた関連
基盤を整備するとともに、観光客誘致活動等を広域に展開することにより、九州北部地域の活性化を図る。

福岡県

大分県

1.計画の目標
北部九州地域の観光活性化

1.計画の目標
北部九州地域の観光活性化

2.目標を定量化する主な指標
九州北部地域の延べ宿泊者数（万人）:

1965万人(H21年度) ⇒ 2033万人(H26年度末)

2.目標を定量化する主な指標
九州北部地域の延べ宿泊者数（万人）:

1965万人(H21年度) ⇒ 2033万人(H26年度末)

3.主な事業
観光拠点へのアクセス性を向上させる道路の改良・修繕、
観光拠点と一体となって親水性を高める河川・港湾整備、
九州新幹線開業と合わせた広域観光ＰＲ 等

3.主な事業
観光拠点へのアクセス性を向上させる道路の改良・修繕、
観光拠点と一体となって親水性を高める河川・港湾整備、
九州新幹線開業と合わせた広域観光ＰＲ 等

熊本県

吉野ヶ里歴史公園
（佐賀県吉野ヶ里町）

太宰府天満宮（福岡県太宰府市）

虹ノ松原（佐賀県唐津市）

熊本城（熊本県熊本市）

別府温泉（大分県別府市）

● 基幹事業

基幹事業集中地域

主要観光施設

計画地域での代表拠点

空港・港湾拠点（旅客）

九州新幹線
【博多駅～新八代駅】
（H23.3全線開業予定）

九州新幹線の全線開通
により観光活性化が
期待される

東九州自動車道の完成

により観光活性化が期

待される

東九州自動車道
【苅田北九州空港IC～宇佐IC】
（H25～H26完成目標）

【計画期間 平成22年度～平成26年度】

【福岡県、佐賀県、熊本県、大分県が連携】【広域連携事業】

福岡空港
新北九州空港
博多港

佐賀空港

大分空港

阿蘇くまもと空港

西九州自動車道の

開通により観光活

性化が期待される

西
九
州
自
動
車
道

【
唐
津
Ｉ
Ｃ
～
北
波
多
Ｉ
Ｃ
】

（
Ｈ
23
年
度
開
通
予
定
）

佐賀県



北部九州地域における広域的な産業物流の効率性向上

計画のポイント

九州北部地域（福岡県、佐賀県、大分県、熊本県）の主力産業である自動車関連、半導体関連等の事業活動を促進するた

め、広域的な物流拠点とのアクセス、地場企業と最終組立工場との相互アクセス性を高めるとともに、ビジネスマッチング
等のソフト面での取組を進めることで、域内全体の産業経済活動の国際競争力を向上させる。

福岡県

大分県

熊本県

ダイハツ九州（株）大分工場

日産自動車（株）九州工場トヨタ自動車九州（株）
小倉工場・苅田工場 中津港

苅田港

博多港

本田技研工業（株）熊本製作所

佐賀東部工業団地群

企業間連携支援事業

ビジネスマッチングの場の提供や、地場企業へのアド
バイザー派遣などによる、ソフト面での官民が連携した
取り組みを推進

● 基幹事業

基幹事業集中地域

計画地域での代表拠点

【計画期間 平成22年度～平成26年度】

1.計画の目標
北部九州地域の産業経済活動の国際競争力向上

1.計画の目標
北部九州地域の産業経済活動の国際競争力向上

2.目標を定量化する主な指標
九州北部地域の製造品出荷額等:
13.00兆円(H20年度) ⇒ 13.34兆円(H26年度末) 

2.目標を定量化する主な指標
九州北部地域の製造品出荷額等:
13.00兆円(H20年度) ⇒ 13.34兆円(H26年度末) 

3.主な事業
工場等の拠点施設同士や交通結節点へのアクセスを向
上させる道路や港湾の改良、企業間連携支援事業 等

3.主な事業
工場等の拠点施設同士や交通結節点へのアクセスを向
上させる道路や港湾の改良、企業間連携支援事業 等

三池港

唐津港

伊万里港

トヨタ自動車九州（株）宮田工場

ダイハツ九州（株）久留米工場

北九州港

東九州自動車道の完成

により産業物流の効率

性向上が期待される

東九州自動車道
【苅田北九州空港IC～宇佐IC】
（H25～H26完成目標）

佐賀県

【福岡県、佐賀県、熊本県、大分県が連携】【広域連携事業】


